
中学校第１学年 数学科 学習指導案
日 時：平成28年2月19日（金）第2校時

場 所：１年３組教室

指導者：教諭 大塚 武秀

１ 単元名 「空間図形」（啓林館）

２ 単元の考察

（１）単元観

本単元は，中学校学習指導要領数学科第１学年の目標「平面図形や空間図形について

の観察，操作や実験などの活動を通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深める

とともに，論理的に考察し表現する能力を培う」を受け，内容Ｂ図形(2)イ「空間図形

を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること」をねら

いとしている。

この題材は，小学校算数での学習の上に立って，図形に関する観察を行ったり，平面

図形の基本的な作図や図形の移動，空間図形の展開などの操作を行ったりして，平面や

空間における図形の基本的な性質や構成についての理解を深めるという内容である。ま

た，図形に関する観察，操作や実験などの活動を通して，図形についての直観的な見方

や考え方を養ったり，図形の性質を論理的に考察し表現する能力を伸ばしたりすること

に適した題材である。

この題材を通して，生徒は図形の性質をもとに数学的に推論したり，論理的に考えた

りする思考力や，根拠を明らかにして筋道立てて説明する表現力を伸ばすことができ

る。また，論理的な考察と論証及びそれを表現することのよさを実感できる。

（２）系統観

本単元の系統は以下の通りである。

（小学校５年） （中学校１年） （中学校２年）

Ｃ 図形 Ｂ 図形 Ｂ 図形

「角柱と円柱」 ６章「空間図形」 ４章「図形の調べ方」

１節「立体と空間図形」

＊図形についての観察や構 ＊観察，操作や実験などの ＊観察，操作や実験などの

成などの活動を通して，立 活動を通して，空間図形に 活動を通して，基本的な平

体図形について理解できる ついての理解を深めるとと 面図形の性質を見いだし，

ようにする。 もに，図形の計量について 平行線の性質を基にしてそ

の能力を伸ばす。 れらを確かめることができ

るようにする。

（中学校学習指導要領から）

◎空間図形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりする

こと。〔Ｂ図形(2)イ〕

○数学的な表現を用いて，自分なりに説明し伝え合う活動〔数学的活動(1)ウ〕

（３）生徒の実態（男子20名，女子16名，計36名）

① 生徒意識調査

ア 意識の実態

アンケートの結果から（Ｎ＝34）

○ 「数学の勉強は好きだ」「数学の授業の内容はよく分かる」という問いに，

「当てはまる」と答えた生徒の割合はどちらも42％であった。

○ 「問題を解くとき，前に同じような問題を解いたことがあるか考えている」

「問題を解くとき，何かきまりがないか考えている」という問いに「当てはま

る」と答えた生徒は30％前後で，類推や帰納等の数学的推論を使って考えるこ

とに対する意識に課題が見られる。



５ 本時の展開

(1) 目標

展開図をもとにして直方体の対角にある頂点を結ぶ線の最短の長さを判断したり，最短になる理由

を説明したりできる。（数学的な見方・考え方）

(2) 展開

過程 学習活動【学習形態】 指導上の留意点及び評価【３つの視点から】 備 考

（分）

導入 １．カブトムシが巣に戻 ◎カブトムシがはやく巣に戻ることができる道のりはど 虫かご

（5） る道のりを考える。 こですか。

【全体】 【視点１】

○全体での共有場面での問い返しにより，生徒の学びを

引き出す。

展開 ２．長さを正確に知るに ◎最短の道のりが見つけるためには何を使ったらよいで 木箱

（5） は展開図を使うことに しょうか。 模型

気づく。 【全体】 （ポイント）

○展開図を用いて最短距離を考えていくことを抑える。

○最短距離が直線になることのイメージを持つ。

【視点１】

○全体での共有場面での問い返しにより，生徒の学びを

引き出す。

めあて：展開図を使ってカブトムシが通る（ＡからＧまでの）最短の道のりを 学習シ

探そう。 ート

右のような木箱で，カブトムシがＡからＧまでいく Ｄ Ｃ

のに，最短となる道のりは何ｃｍでしょうか。 Ａ Ｂ

(10） Ｈ Ｇ

Ｅ Ｆ

３．展開図をもとに，最 【視点３】 定規

短の道のりを求める。 ○問題解決に必要な情報を板書や掲示物に示し，それら

【個人】 の活用を促す。

(15)

４．最短となる道のりに （ポイント）

ついて議論する。 ○それぞれの展開図での最短距離について比較し，直線

【班】→【全体】 が通る面によって長さが変わってくることに気付き，深

く観察するようにする。

【視点１】

○班，全体での活動を取り入れる。

展開図③長さ約7.9cm

展開図①長さ約8.5cm 展開図②長さ約8.3cm

徹底指導
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○全体での共有場面での問い返しにより，生徒の学びを

引き出す。

【視点２】

○自分が見つけた最短の長さについて「①何㎝だったか，

②どの展開図を用いて考えたのか，③それが最短といえ

る理由」について説明し合うよう議論の視点を示す。

言語活動（設定の意図） ◆数学的な見方・考え方（学習シート）

展開図をもとに，お互

いが見つけた最短の長 ある展開図をもとに，その中でＡＧの最短の長さを求め

さを説明し合うことで， ることができ，理由を説明することができる。班での話

実測・比較し，最短の し合いを通して，展開図③の場合が最短になることを理

長さを見つける。 解している。

３パターンそれぞれの展開図において最短の長さを見つけ

ることができ，それらを比較し展開図③の場合が最短にな

ることを説明することができる。

〈Ｂ基準に達しない生徒への手立て〉

○記号が入った展開図を与える。

○ＡとＧを結んだ直線が最短となることに気付くよう，

補助発問を行い考えさせる。

まとめ：直方体の対角にある頂点を結ぶ線の最短の長さを求めるときは展開図

（平面）にして考える。すべてのパターンの展開図を考え実測・比較すること

で，最短の長さを見つけることができる。

整理 ５．適用問題を解く。 ・円柱について最短となる道のりを考えさせる。 適用問

(10) 【個人】 【視点２】 題

○本時のめあてとリンクした適用問題を行うことで，本

(5) ６．本時の振り返りをす 時の理解度を見取るとともに，生徒自身が認識できるよ 自己評

る。 【個人】 うにする。 価表

・自己評価を行い，今日の授業について振り返りを行う。

Ｂ基準

Ａ基準



○ 班で学習することに対する生徒の有用感は高い。「自分と違う考えも，自分

のためになる」という問いに「当てはまる」と答えた生徒の割合は70％であっ

た。また，「みんなと話し合うと，新しいことに気付いたり，自分の考えが深

まったり広がったりする」という問いに，「当てはまる」と答えた生徒の割合

は67％であった。この二つの項目については，10月の意識調査と比較すると「当

てはまる」と答えた生徒の割合は約20％増加した。

○ 相手意識を持って説明することや，積極的に自己の課題克服に向けて話し合

うことに対する意識は10月の意識調査と比較し，増加傾向は見られるものの十

分ではない。

② 標準学力検査から

表２ 標準学力検査 小問ごとの通過率（平成27年４月実施）

小問内容 通過率（％） 小問内容 通過率（％）

全国 本校 全国 本校

展開図・四角柱 ７０ ８０ 展開図の辺の長さ② ４６ ４６

展開図・円柱 ８９ ９３ 四角柱の体積 ４４ ５２

展開図の辺の長さ① ７６ ７５ 円柱の体積 ５４ ５９

学力偏差値の数学の平均値は（53.8）で全国標準(50.0)に比し，水準より高い状況

にある。図形領域の５段階平均値は全国水準(3.0)に対し，（3.17）と水準よりやや

高い状況にある。

図形領域における小問ごとの通過率は表２の通りである。これより図形関係につい

ての理解は全国標準より高いことがわかる。しかしながら，小問内容の展開図の辺の

長さ①については水準とほぼ同じであることがわかる。空間の位置関係や長さを平面

に表すことに課題が見られる。

③ レディネステストから

表３ レディネステストの結果（平成28年１月実施）

小 問 内 容 正答率（％）

① 立方体

面に平行な面はどれですか。 85.7％（30/35）
辺に垂直な辺はどれですか。 54.3％（19/35）
面に垂直な辺はどれですか。 42.9% （15/35）

② 三角柱の展開図

この角柱の名前は何ですか。 77.1％（27/35）
この角柱の表面積は何 cm ２ですか。 14.3％（ 5/35）

③ 三角柱の見取り図

方眼に続きをかいて，見取り図を完成させなさい。 77.1％（27/35）
④ 見取り図

見取り図で表された立体の名前を答えなさい。（直方体） 62.9％（22/35）
見取り図で表された立体の名前を答えなさい。（円柱） 77.1％（27/35）
見取り図で表された立体の名前を答えなさい。（六角柱） 65.7％（23/35）

⑤ 立体の体積

直方体の体積を求めなさい。 71.4％（25/35）
円柱の体積を求めなさい。 31.4％（11/35）
レディネステストにおける小問ごとの正答率は表３の通りである。表３によれば，

三角柱の表面積を求める問題の正答率が14.3％，円柱の体積を求める問題が31.4％と

なっており，表面積・円柱の体積の求め方に対する理解が十分でないことがわかる。

また，辺に垂直な辺を答える問題，面に垂直な辺を答える問題では，正答率が54.3%，
42.9％といずれも低い数値を示している。見取り図から辺や面の位置関係を捉えるこ

とに課題が見られる。



（４）指導観

○ ＩＣＴの活用や具体物の提示により，生徒が本時の問題の解決に向けて，既習事

項をどのように活用するか見通しを持ったり，そのためにはどのように考えるべき

かイメージしたりできるようにする。このことにより，問題解決に対する関心を高

め，全ての生徒が本時の問題を考えるスタートラインに立つことができるようにす

る。

○ ノートや学習シートに問題解決に向けた見通しや，考え方等を図や言葉で表す欄

を設け，生徒の思考過程の変容を見取り，形成的評価に生かすとともに，思考力や

表現力の育成を図る。

○ 自分の考えを表や式に表し，ペアや全体の場でそれらを用いて，数学的な表現を

用いて説明したり伝え合ったりする活動を取り入れる。このことを通して，本時の

めあてに迫るとともに，互いの考えを基に問題や課題の答えを導く過程で関係形成

を図る力の育成を目指す。

○ 本時の中心として扱った問題と同様の考え方を要する問題を適用問題として授業

の終末に位置付け，さらに実際に確かめることで，本時の学びを振り返り，理解度

を自覚できるようにする。

【視点１】学びを引き出す 【視点２】学びを振り返る 【視点３】学びを支える

豊かな関わり合いのある 思考過程の可視化と 学びのＵＤ化と

言語活動 学びの振り返り 効果的なＩＣＴ活用

【視点１】 【視点２】 【視点３】

○問題解決型の授業展開にお ○本時の目標を達成した生徒 ○本時の問題解決に必要な情

いて，ペアや班，全体での活 の具体的な姿を想定し，評価 報（既習事項や考え方等）を

動を取り入れる。 基準を設定する。 板書や掲示物に示し，それら

○活動に入る前の発問や，全 ○ノートや学習シートの工夫 の活用を促す。

体での共有場面での問い返し により思考過程の可視化を目 ○既習事項と本時の学習との

により，生徒の学びを引き出 指す。 関連を明確にする。

す。 ○本時のめあてとリンクした ○ＩＣＴの活用により，問題

○本時で行う言語活動の目的 適用問題に取り組むことによ 場面の把握や，問題中の情報

を，教師と生徒で共有する。 り，本時の学びと理解度を振 の整理等，生徒の理解を助け

り返る。 るようにする。

【基礎的環境整備】

○めあて，まとめ等のカードを黒板に掲示することで，学習の見通しが持てるようにす

る。

○具体物や模型を活用して，課題意識が持てるようにする。

３ 単元の目標と評価規準（参考：国立教育政策研究所作成「評価規準の設定例」）

単元の目標 平面図形や空間図形についての観察，操作や実験などの活動を通して，図形

に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察し表現する

能力を培う。

数学への ①空間における直線や平面に関心をもち，それらの位置関係ついて考えよう

関心・意欲・態度 としている。

②空間図形の構成に関心をもち，直線や平面図形の運動によって，どの空間

図形が構成されているかを考えようとしている。

③見取図，展開図，投影図に関心をもち，それらを用いて空間図形を表した

り，読み取ったりしようとしている。

④扇形の弧の長さと面積や，柱体，錐体，球の表面積と体積に関心をもち，

その求め方を考えようとしている。

数学的な考え方 ①見取図，展開図，投影図を用いて，空間図形の性質を見いだすことができ

る。

②扇形について，弧の長さがその中心角の大きさに比例することに着目し，



扇形の弧の長さと面積の求め方を考えることができる。

③実験などを基にして，柱体，錐体，球の表面積と体積の求め方を考えるこ

とができる。

数学的な技能 ①空間における直線や平面の位置関係を記号を用いて表したり，記号を用い

た表現から，その位置関係を読み取ったりすることができる。

②空間図形を見取図，展開図，投影図を用いて平面上に表すことができる。

③見取図，展開図，投影図がどのような空間図形を表しているのかを読み取

ることができる。

④扇形の弧の長さと面積を求めることができる。

⑤柱体，錐体，球の表面積と体積を求めることができる。

数量や図形などにつ ①直線や平面図形の運動によって，どのような空間図形が構成されているか

いての知識・理解 を理解している。

②回転体の意味を理解している。

③見取図，展開図，投影図の意味を理解している。

④扇形の弧の長さと面積の求め方を理解している。

⑤柱体，錐体，球の表面積と体積の求め方を理解している。

４ 単元の指導計画（12時間取り扱い，本時 ７／12）

節 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価の観点（評価方法）

【３つの視点から】 Ｂ基準

１ ○立体の模型や見取図 実際に模型や日常生活の中 錐体と柱体の分類と，

１ から特徴をとらえて分 の具体物を用いて，観察さ 側面の形による分類が

類する。 せることで，立体の特徴を できる。

とらえることができるよう 知識・理解③（学習シ

にする。 ート，発表）

【単元を貫く「問い」】

観察，操作などの活動を通して，空間図形の性質を直観的にとらえ，

その性質を論理的に考え，説明しよう。

○立体を構成する要素 模型や日常生活の中の具体 平面図形からなる立体

２ をおさえ，立体の展開 物をもとに，面の形や全体 の展開図の特徴をとら

図を考える。 の形状から立体を分類する えることができる。

ようにする。 見方・考え方①（学習

ｼｰﾄ）

○身近にあるものを用 位置関係を理解するため 空間内の２直線の位置

３ いて自分で２直線の位 に，身近にあるものを用い 関係を答えることがで

置関係を確認する。 て１つ１つ視覚的に確認で きる。

きるようにする。 知識・理解①（ノート，

発表）

○２直線の位置関係を 空間図形を構成する面と線 空間内の直線と平面，

４ 整理した視点にそって の位置関係を理解するため ２平面の位置関係を答

直線と平面の位置関係 に，身近にあるものを用い えることができる。

と２平面の位置関係を て視覚的に確認できるよう 知識・理解①（学習シ

考える。 にする。 ート，発表）

○立体のいろいろな見 立体模型や本などを用い 立体がどのような平面

５ 方でとらえ，平面図形 て，平面図形がどのように 図形の運動によりでき

を動かしてできる立体 動いてできているのかに気 るかという問題をつく

についての問題を自作 づくようにする。 ることができる。

する。 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ②

（ノート，発表）



○立体の投影図を理解 実際に投影を行うことで一 立体を投影図に表した

６ し，立体についての見 つ一つ視覚的に確認できる り，投影図で表された

方や性質を深める。 ようにする。 立体の名称を答えるこ

とができる。

技能②（ノート，発表）

○展開図をもとにして それぞれの展開図での最短 ３パターンの展開図を

７ 直方体の対角にある頂 の長さについて比較し，直 もとにして，それぞれ

点を結ぶ線の最短の長 線が通る面によって長さが の展開図における最短

さを判断したり，理由 変わることに気づくように の長さを見つけ，比較

を説明したりする。 する。 し，どれが最短の長さ

になるかを説明するこ

とができる。見方・考

え方①（学習ｼｰﾄ）

２ ○面の形をとらえて柱 １つ１つ展開図と模型をも 柱体の表面積を求める

８ 体の表面積を求めるこ とにして面の形をとらえる ことができる。技能⑤

とができる。 ことができるようにする。 （ノート，発表）

・側面と底面の形を確

認し，表面積を求める。

○面の形をとらえて錐 １つ１つ展開図と模型をも 錐体の表面積を求める

９ 体の表面積を求めるこ とにして面の形をとらえる ことができる。技能⑤

とができる。 ことができるようにする。 （学習シート）

・側面と底面の形を確

認し，表面積を求める。

○立体が平面図形の平 面積の求め方と平面図形を 底面を平行移動して立

10 行移動からなるという 平行に移動してできる立体 体がつくられていると

考えから体積の求め方 を復習し，体積の求め方に とらえ，体積の求め方

を説明することができ 気づくことができるように を 考 え る こ と が で き

る。 する。 る。

・面積の求め方をもと 見方・考え方③（ノー

に，底面を動かしてで ト，説明）

きる立体という考えか

ら体積の求め方を考え

る。

○錐体の体積が，合同 実験や説明模型を用いて， 錐体の体積を求めるこ

11 な底面，等しい高さの 錐体の体積が合同な底面， とができる。技能③（ノ

柱体の体積の３分の１ 等しい高さをもつ柱体の体 ート，発表）

に な る こ と を 理 解 す 積の３分の１になることを

る。 とらえることができるよう

・実験や説明模型を観 にする。

察し，錐体の体積が柱

体の体積の３分の１に

なることを確認する。

12 まとめと復習 諸調査問題等を活用す 見方・考え方

る。 技能

知識・理解 （テスト）


